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概要 
化合物半導体レーザーのレーザー物質として使われているⅢ(Al, Ga, In)-Ⅴ(N, P, As, 
Sb)族化合物、Ⅱ(Zn, Cd)-Ⅵ(S, Se) 族化合物、および、Ⅳ(Pb, Sn)-Ⅵ(Se,Te) 族化合物は
室温でも強い光誘導放出を示す物質群である。しかしその光学利得は通常 100/cm程度で
あり、レーザー発振を起こさせるには 10μm以上のレーザー媒質長を必要とする。他方、
金属ハライドでは非晶質薄膜に赤外レーザー光を照射して（図参照）微結晶薄膜にする
と、化合物半導体に比べて数桁高い光学利得を達成することができる。このような薄膜
は、0.1μm程度でもレーザー発振の可能性があり、新しいタイプのレーザー物質として
有望である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでに、厚さ 70 ～ 150 nm の微結晶薄膜で膜面に垂直な方向に強い誘導放出が起
こることを観測している。このような薄膜は、膜面に垂直な方向に発振光を出させる新
しいタイプのレーザ （ー厚さ 100nm程度の超薄型大面積面発光薄膜レーザー）への途方
もない夢のような応用が思い浮かばれて興味深い。しかし現段階では、この薄膜が化合
物半導体に比べて何故桁外れに強い誘導発光を示すのか、という物理的起源を明らかに
するための基礎研究が必要である。応用や実用に向けた展望を考える段階には達してい
ない。 
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